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■権利について
¡ Microsoft,Windows,Excelは、米国Microsoft Corporationの登録商標です。
¡本書に記述されている製品名は、一般に各メーカーの商標または登録商標です。

　なお、本書ではTM、©、®は割愛しています。

■本書の内容について
¡ 本書は著者・編集者が実際に操作した結果を慎重に検討し、著述・編集しています。ただし、本書の記述
内容に関わる運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いませんのであらかじめ
ご了承ください。

¡ 本書で紹介している各操作の画面は、Windows 8（日本語版）を基本にしています。他のOSをお使いの
環境では、画面のデザインや操作が異なる場合がございます。また、画面解像度は1280×768を基本
としています。他の解像度では、リボンのアイコンなどが異なる場合がございます。あらかじめご了承くだ
さい。

■サンプルデータについて
¡ 本書のサンプルデータは、C&R研究所のホームページからダウンロードすることができます。ダウン
ロード方法については、12ページを参照してください。

¡ サンプルデータの動作などについては、著者・編集者が慎重に確認しております。ただし、サンプルデー
タの運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いませんのであらかじめご了承く
ださい。

¡ サンプルデータの著作権は、著者及びC&R研究所が所有します。許可なく配布・販売することは堅く禁
止します。

●本書の内容についてのお問い合わせについて
　この度はC&R研究所の書籍をお買いあげいただきましてありがとうございます。本書の内容に関する
お問い合わせは、「書名」「該当するページ番号」「返信先」を必ず明記の上、C&R研究所のホームページ
（http://www.c-r.com/）の右上の「お問い合わせ」をクリックし、専用フォームからお送りいただくか、FAX
または郵送で次の宛先までお送りください。お電話でのお問い合わせや本書の内容とは直接的に関係のな
い事柄に関するご質問にはお答えできませんので、あらかじめご了承ください。
〒950-3122 新潟県新潟市北区西名目所4083-6　株式会社 C&R研究所　編集部
FAX 025-258-2801
『Excel2013限定版 データを「見える化」する Excelピボットテーブル大事典』サポート係
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　ご好評をいただいた『データを「見える化」するピボットテーブル大事典』を2007年4月に出版してから

約7年間たちました。それまで貯めていたアイディアとExcel2013の新機能を付け加えて、Excel2013

に対応しました。本書では、次のテクニックを加えています。

　まず、ピボットテーブルで集計する際に最も大変なことは何かを考えました。集計元のデータがデータ

ベース形式の表になっていれば、クリックやドラッグするだけで簡単に集計することができます。ところが、

集計元のデータがデータベース形式になっていない場合はどうでしょうか。

　たとえば、集計元のデータが大量のブックに分かれていると、データベース形式の表を作るまでに、ブック

を開いてコピー&ペーストを何度も繰り返すことになります。そこで、前作のブック集計マクロを改良し、ブッ

ク名やファイルの種類の指定を可能にすることなどで利用できる範囲を広げました。アンケート用紙や伝票

のような単票のブックをデータベース形式の表に転記できるマクロも新たに作成しました。

　さらに、データを入力する人と集計する人が別であることを想定して、別ブックのデータを集計する方法

も追加し、データを更新するマクロも付け加えました。

　次に、ピボットテーブルの用途を広げました。「ピボットテーブル=集計」のイメージがありますが、抽出に

も威力を発揮します。本書では、直近のデータやコメントが入力されているデータを抽出する方法を紹介

しています。その他、ビジネスではよく使われる前月増減比・前年同月増減比を計算する方法も付け加え

ました。

　最後に、本書の執筆・制作に当たって、企画の段階から粘り強くフォローやサポートをしてくれたすべての

スタッフに、心から感謝申し上げます。そして、読者の皆様にとってピボットテーブルを活用する上で本書が

いくばくかのお役に立てれば幸いです。

2014年2月 C&R研究所ライティングスタッフ

寺田 裕司

はじめに
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　フィルターエリアを使うと、データを絞り込んで集計結果を表示することができます。ここでは、41ページで作
成したピボットテーブルにフィルターエリアを追加してデータを絞り込む方法を紹介します。

条件を付けてデータを絞り込む10
データの絞り込み

CHAPTER-2 10 売上明細表.xlsxSample

STEP-01 データの絞り込み
　フィルターエリアにフィールド「得意先名」を追加して、「鎌倉青果店」のデータのみを表示します。

1 フィルターエリアへの配置 2 絞り込み条件の指定

選択した項目の集計結果のみが表示されます。
HINT

作成済みのピボット
テーブルから…1

操作例 1 でフィールドリストが表示されていない場合は、ピボットテーブルをクリックします。
HINT

フィルターエリアを使って、
データを絞り込んで表示する2

クリック1

クリック3

表
示
す
る
項
目
を
ク
リ
ッ
ク

2「得意先名」の上で
左ボタンを押す1

フィルターまでドラッグし、
左ボタンを離す2

本書の各ページのレイアウトは、次のようになっています。

本書の読み方

D導入文
この項目の概要を説明
しています。

Dサンプル
ここで紹介するサンプル
の概要を説明します。

D操作解説
具体的な操作を手順を
追って説明します。

D章タイトル
この章のタイトルを表し
ています。

DHINT
操作の補足や注意点を
解説します。

D見出し
この項目の内容を一言
で表しています。

Dサンプルデータの所在
ダウンロードしたサンプルデータのフォルダ
階層を表しています。ダウンロード方法は
12ページを参照してください。
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　ピボットテーブルで作成した集計表全体の絞り込み表示は、フィルターエリアにフィールドをドラッグ&ドロップし、
フィールドのドロップダウンリストで表示したいアイテムを選択します。これによって、選択したアイテムのデータのみ
を集計表に表示することができます。たとえば、操作例のように、ピボットテーブルのフィルターエリアに「鎌倉青果
店」を選択すると、「鎌倉青果店」のみの売上を表示します。

フィルターエリアを使えば絞り込み表示ができる

　操作例ではフィルターエリアで1つのアイテムに絞り込みましたが、複数のアイテムに絞り込むことができます。た
とえば、「鎌倉青果店」と「高崎フルーツ」に絞り込むには、次のように操作します。
1  操作例 2 のタイミングで［複数のアイテムを選択］をONにします（アイテム名の左にチェックボックスが表示さ
れる）。

2  「鎌倉青果店」と「高崎フルーツ」をONにして、 ボタンをクリックします。

　なお、「すべて」をON/OFFすると、すべてのアイテムのON/OFFを切り替えることができます。

フィルターエリアで複数のアイテムに絞り込むには

　操作例ではフィルターエリアを使って集計表全体に表示するデータを絞り込みましたが、行や列に配置したフィー
ルドのドロップダウンリストで表示するアイテムを絞り込むことができます。たとえば、行に「アセロラ」を表示しない
ように設定するには、行エリアの「商品名」の をクリックして「アセロラ」をOFFにして ボタンをクリックし
ます。
　なお、ドロップダウンリストにある「すべて選択」（すべて表示）をON/OFFにすると、すべてのアイテムをまとめて
ON/OFFにすることができます。

行や列のアイテムを絞り込むには

「アセロラ」をOFFにすると…1 「アセロラ」が非表示になる2

最新情報について

　本書の記述内容において、内容の間違い・誤植・最新情報の発生などがあった場合は、「C&R研究所のホームページ」
にて、その情報をいち早くお知らせします。
URL 　http://www.c-r.com　（C&R研究所のホームページ）

DTECHNIC
操作例のテクニックの
ポイントや仕組みを解説
します。

Dインデックス
どの章かわかりやすい
ように見開きのページ
の両側にインデックスを
配置しています。

DADVICE
発展的な情報を解説し
ます。
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SECTION-01 「ピボットテーブル」とは何か? ……………………………………………………………14
¡ピボットテーブルは結果を見ながら集計できる

SECTION-02 ピボットテーブルの特徴と機能 ……………………………………………………………16

SECTION-03 Excel2013の新機能 ……………………………………………………………………21

SECTION-04 集計元のデータを作成する ………………………………………………………………24
¡手早く正確に入力するコツ

SECTION-05 1件分が1画面の入力画面からデータを入力する ………………………………………26

SECTION-06 ピボットテーブルを使った集計方法の基本 ………………………………………………28
¡ビル・ゲイツ氏もピボットテーブルを愛用!

¡フィルターエリアは表全体に影響する

Column Excel2013にあるExcel2003のメニューバー !?……………………………………32

SECTION-07 指定した項目ごとに集計する ……………………………………………………………34
¡項目をドラッグ&ドロップするだけで集計表を作成することができる

¡Excel2013でExcel2003/2002/2000と同じように操作するには

¡ピボットテーブルを削除するには

¡「ピボットテーブルの作成」ダイアログボックスを一発で起動するには

SECTION-08 縦と横に項目を配置して集計する ………………………………………………………39
¡行と列にフィールドを設定するとクロス集計表を作成することができる 

SECTION-09 日付を月ごとにまとめて表示する ………………………………………………………41
¡グループ化を使うとデータをまとめて表示することができる

¡日付をグループ化できない場合の対処法

¡週単位にまとめて表示するには

¡区切りよく数値をまとめるには

¡日数や数値の間隔でグループ化したフィールドもフィルターエリアに使える

SECTION-10 条件を付けてデータを絞り込む …………………………………………………………44
¡フィルターエリアを使えば絞り込み表示ができる

CONTENTS
ピボットテーブルの用途CHAPTER-1

マウスを使って簡単に集計するCHAPTER-2
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SECTION-13 項目ごとの構成比を表示する ……………………………………………………………54
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ユーザー名とパスワード

expt13
t8r4d

ユーザー名
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ZIP形式で圧縮されています。パソコンのOSがWindows 8.1/8/7/Vistaの場合は、ダウンロードしたサンプル
ファイルを右クリックして［すべて展開（T）］を選択すると、解凍することができます。
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「ピボットテーブル」とは何か?01
　Excelに搭載されている「ピボットテーブル」は、普段、ほとんど使うことがなく、どちらかというとなじみがない
という人が多いでしょう。ここでは、本書で解説する「ピボットテーブル」とは一体何なのか、その概要を見てみま
しょう。

集計・分析の万能ツール「ピボットテーブル」
　大局的な状況を把握するためにデータを効率的に集計したり、視点を変えて集計したりという作業に威力を発
揮するのが、Excelの集計・分析ツール「ピボットテーブル」です。

B集計・分析の万能ツール
　ピボットテーブルは、Excelに標準で搭載されているデータ集計・分析のための機能です。ドラッグ&ドロップ
で簡単に集計表を作成することができるので、誰でも簡単に使うことができます。
　ピボットテーブルは時折、「2次元の集計表を作る機能」として紹介されることがありますが、ピボットテーブル
の機能は2次元の集計表に留まりません。たとえば、商品リストのような1次元の表から複数のワークシートにま
たがる複雑なデータ集計まで、多彩な様式に対応することができます。集計の方法を工夫すれば、ヒストグラム
（179ページ参照）も簡単に作成することができます。

▼集計元の表

担当者別の各商品の
売上額を集計

担当者別の分類ごと
の売上額を集計

月別の各商品の
売上額を集計

ピボットテーブルによる集計

ピボットテーブル

1つのデータベース形式の
表をもとに、さまざまな形
で集計することができる

データベース形式の表
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1で集計したデータ
2で集計したデータ 4で集計したデータ

3で集計したデータ

集計・分析の手作業を大幅に短縮できる
　ピボットテーブルを使うと、もとのデータに手を加えたりコピー&ペーストであれこれと手作業を行ったりするこ
となく、簡単な操作で集計表を作成することができます。
　たとえば、「月次の得意先別の商品の売上」というようにいくつものデータ要素が複雑に絡み合って結果を出す
ような集計を手作業で作成する場合、途中結果を出すために新たに集計表を作成したり面倒なデータ加工を行っ
たりする必要があります。しかし、ピボットテーブルを使えば、集計に使いたい項目をマウスでドラッグ&ドロップす
るだけの手軽さで複雑な集計表でも瞬時にできてしまいます。

ピボットテーブルを使う場合 ピボットテーブルを使わない（手作業の）場合

鎌倉青果店の商品ごとの金額の合計を計算する1

必要な項目を集計表のひな形上にドラッグ&
ドロップするだけで、集計表ができる1

各店舗ごとに別個に計算した金額をコピー&
ペーストして1つの集計表の形にする5

高崎フルーツの商品ごとの金額の合計を計算する2

柏スーパーの商品ごとの金額の合計を計算する3

平塚スーパーの商品ごとの金額の合計を計算する4

集計元のデータ 集計元のデータ

　ピボットテーブルで表を作る際、必要な項目をひな形上にドラッグ&ドロップすると、マウスを離したタイミングで
表が変化します。そのため、集計の途中経過や全体像、結果などを見ながら集計に使う項目や配置場所をどんどん
変えていくことができます。そのため、さまざまな観点でデータを見たい場合に、とても役立ちます。

ピボットテーブルは結果を見ながら集計できる
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ピボットテーブルの特徴と機能02
　ピボットテーブルは「難しくて上級者のみが使う機能」「複雑なデータ分析をするための機能」という印象があり
ますが、簡単かつ幅広い用途に使える集計・分析の万能ツールです。ここでは、ピボットテーブルの特徴と機能を
解説します。

直感的で簡単に操作できる
　Excelには小計機能や統合機能というデータを集計する機能があったり、「SUMIF」関数や「DSUM」関数など
を使って集計したりすることができます。しかし、小計機能や統合機能では高度な集計ができず、関数では引数を
覚えたり、これらの用途を理解して使い分けるのが大変です。
　ピボットテーブルでは、機能や関数の用途や使い分けを気にせずに、列や行の見出しと集計したい項目をドラッ
グ&ドロップするだけで集計できるので便利です。
※ Excel2013では「データ」タブに小計機能（［小計］）や統合機能（［統合］）があります。

▼集計元の表

▼作成したピボットテーブル

集計元の表を
用意して…1

列や行の見出しと集計した
い項目をドラッグ&ドロップ
するだけで集計できる

2
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集計の視点を変えて分析できる
　ピボットテーブルでは項目をドラッグ&ドロップして入れ替えるだけで、新たな視点の集計表を作成することがで
きます。たとえば、次のように担当者別・製品別の集計表を分類と製品別に階層表示して月別の集計表に変更する
ことができます。

▼もとのピボットテーブル

▼集計方法を変更した後のピボットテーブル

作成済みのピボット
テーブルでも…1

ドラッグ&ドロップで別の
項目を指定すれば…2

項目を入れ替えたり…3

階層表示したりできる4
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独自の計算式を追加できる
　集計元にある受注額と原価から粗利を計算するように、ピボットテーブルではユーザーが独自の計算式を追加
することで、集計元にない項目を表示することができます。また、「AVERAGE」関数のような関数を使って、特定
のデータを計算することも可能です。

▼作成したピボットテーブル

▼集計元の表

集計元の受注額と原価から…1

粗利と…2

特定のデータの
平均を計算する3
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動的なグラフを作成できる
　ピボットテーブルで集計したデータは、簡単にグラフ化することが可能です。このグラフはピボットテーブルと同
じように配置した項目をドラッグ&ドロップしてレイアウトを変更することができます。さらに、項目のドロップダウン
リストから表示/非表示するデータを選択する機能まであります。

本格的なデータ分析にも活用できる
　ピボットテーブルでは、項目ごとの件数や合計を集計するだけでなく、数値データを基準に集計してヒストグラム
を作成したり、ピボットテーブルを組み合わせてデータを分析することができます。たとえば、顧客の購入履歴から
3つの指標（最新購入日、購入回数、購入金額）を2つずつ2次元の表を表示することで顧客の購入傾向を見える
化することも可能です（228～235ページ参照）。

▼ピボットグラフ

▼度数分布表とヒストグラム

ドロップダウンリストから表示/非表示
するデータを選択できる1

もとのデータのある項目を
グループ化して集計し…1

グラフ化してデータ分布
を分析する2
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後から計算式を追加することができる
　ピボットテーブルでは、いったん作成したピボットテーブルに、さらに計算式を追加して集計したりすることもで
きるので、より複雑な集計も可能です。

▼もとのデータ

▼最新購入日と購入回数

顧客別に集計したピボット
テーブルに…1

計算式を追加し…2

さらにピボットテーブル
で集計する3
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Excel2013の新機能03
　Excel2013とExcel2010/2007ではピボットテーブルの基本的な機能や操作方法が同じです。Excel2013
からピボットテーブルに付け加わった機能がありますので、この新機能を紹介します。

おすすめピボットテーブル
　Excel2013では、ピボットテーブルの作成手順に「おすすめピボットテーブル」ダイアログボックスが追加され
ました。この方法は操作結果のプレビューから集計表を選択できるので、ピボットテーブルに慣れていないときに
便利です。この機能では、集計表を作成する際に、Accessファイルのような外部データソースから集計したり、既
存のワークシートに集計表を作成することができません。
　なお、Excel2010/2007と同じように「ピボットテーブルの作成」ダイアログボックスを使ってピボットテーブ
ルを作成することもできます。

▼集計元

▼「おすすめピボットテーブル」ダイアログボックス

集計の操作結果を確
認できる2

▼集計表

必要に応じて修正する3

Excel2013の「おすすめピボットテーブル」では…1
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▼集計元

▼空のピボットテーブル

▼「ピボットテーブルの作成」ダイアログボックス

集計元や配置場所を
指定できる2

集計表の枠を作ってから、
集計項目を追加する3

Excel2013/2010/2007共通の操作では…1


